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②提案の概要

①提案によって解決する自治体の課題のイメージ

様式１
□インフラの維持管理・修繕等に係る官民連携事業の導入検討
■官民連携グリーンチャレンジモデル
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【SDGs/ゼロカーボン】
次世代インフラシステム

～スマートパネル＆スマート街路灯～

路面・壁面
太陽光システム

大成ロテック

スマートポール 通信サービス

◆大成ロテック株式会社
・路面太陽光システムの企画・開
発・製作
・道路の舗装面、壁面で発電・蓄
電・給電
◆株式会社Secual
・スマートポールの企画・開発・製造
・防犯・防災のソリューションを展
◆株式会社ギガプライズ
・IoT分野で重要不可欠なネット
ワークを構築
・通信サービスを提供

◆脱炭素をグリーン電力で、地域活性化をICTで貢献（グリーン電力とICTの連携）
・カーボンニュートラルに始まるスマートシティの実現には、街路・建物空間など地域に賦存する太
陽光発電の再エネ資源を有効に活用することが必要であるが、従来の太陽光発電パネルの
設置方式では面積を確保できず賦存量を活かすことが困難である。そこで路面および壁面を
活用した太陽光発電パネルを設置する。その電力を公共空間にある施設に供給する。

・路面太陽光発電は路面の水平面に太陽光発電パネルを設置可能であり、屋上駐車場や歩
道など歩車通行機能を活かしたまま設置できる。併せて、壁面太陽光発電は建物壁面など
垂直・傾斜面に太陽光発電パネルを設置可能となる。これらにより街の空間の設置スペース
を有効に活用できる。

・路面および壁面太陽光発電システムで発電したグリーン電力をスマートポールに供給し、IoT
ネットワーク化されたスマートポールを基軸に、ICTを活用した迅速・効率的な情報収集と情
報伝達、および地域活性化が可能となる。

路面太陽光発電の
設置イメージ

壁面太陽光発電の
設置イメージ

（蓄電池筐体の垂直面）

◆想定の地域
・人口規模：７万人程度
・面積：700km2程度
・その他：・立地適正化計画を推進。

・カーボンニュートラルやスマートシティ
施策、地域DXを推進。

スマートポールの
設置イメージ

電力供給

行政・住民のサポート

街のデータの利活用

エネルギー（脱炭素）



次世代インフラシステム～スマートパネル＆スマート街路灯～

PPP／PFI手法に関するシーズ提案書

②提案の概要

③スキーム（技術）の導入により得られる効果

様式１

その他

□インフラの維持管理・修繕等に係る官民連携事業の導入検討
■官民連携グリーンチャレンジモデル

◆自治体 ：・エネルギーによる環境およびICTによる地域住民との共生
・エネルギーおよびICTによる地域の共生事業の創出
・災害時のレジリエンス強化（電源、通信で貢献）

◆地域企業：新たな収益源への貢献（民間投資誘導、SDGsへの貢献）
◆地域住民：・住民に必要な情報サービスを提供

・日常生活から防災・防犯インフラとしての貢献

◆トータルシステム：
・2023年1月より大成ロテック技術研究所（埼玉県鴻巣市）において
実証実験を実施中（上図写真、プレスリリース予定）

◆路面太陽光発電：
・「道の駅等の防災拠点の耐災害性を高める技術」の「発電・蓄電技術」
に採択

◆スマートポールを活用したデータ共有
・防犯灯として歩行者の安全対策および防犯対策へ寄与
・限定エリアにおけるIOTソリューションのコネクティングポイントの提供
・地域ごとの情報配信サービス（観光地域活性化）
・徒歩や自転車で楽しめるコンテンツ誘導などに地域企業などが分析結果を活用
・カメラ（人流分析および防犯）により街のデータを共有
・地域の公園や商業施設（人が往来する場所）への誘導、安全情報や交通情
報を発信

・駐車場情報提供（公私営駐車場へのアクセス誘導と渋滞対策）
◆路面・壁面太陽光発電の自立型エネルギーシステム（常時・災害時の電源）
・太陽光発電の設置困難場所への太陽光発電パネルの設置（建物屋上、屋上
駐車場、歩道、河川敷の遊歩道や自転車専用道などで発電、各々の空間を構
成する施設にグリーン電力を供給）
・EV充電ポートへの設置（常時および災害時はEVモバイル電源として活用可）
・ウォーカブル推進に向けた電動シェアｰﾄﾞモビリティ（充電ポート）への電力供給
（返却時に充電可）および運営によるバッテリー交換（回収と事業所での充電）
が不要となりシェアリングモビリティの事業採算への寄与
・イルミネーションなど野外イベントへの電力供給（地域観光ほか集客支援）
・太陽光発電パネルに標識や宣伝広告に活用（加飾ソーラーフィルムによる周囲
の景観に合った高意匠の太陽電池、装飾パネルによるDサイネージや光る床など
の機能を付加）
・固定式および可搬式の蓄電池を装備、災害時も電力供給で活用（100Vおよ
びUSBのコンセントを装備）

◆災害対策（行政、住民のサポート）
・Wi-Fi提供（独自ネットワークの構築）
・災害時、避難所の混雑度や道路状況などを把握し適切な避難誘
導を実施
・河川水位の把握と予測を住民、来街者に提供（浸水災害対策）
・EVモバイル電源の活用（EV充電ポート）
・路面・壁面太陽光発電システムを電源として活用

街路灯・標識灯
灯火イメージ


